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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、我
が

国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
外
食
需
要
の
減
少

を
招
い
て
お
り
、農
林
水
産
物
の
消
費
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
沖

縄
県
は
、肉
用
子
牛（
黒
毛
和
牛
）の
出
荷

頭
数
が
全
国
４
位
で
、石
垣
牛
な
ど
の
ブ

ラ
ン
ド
牛
を
有
す
る
我
が
国
有
数
の
畜
産

県
で
す
が
、県
産
和
牛
肉
の
消
費
減
少
に

よ
る
販
売
量
の
低
下
や
牛
肉
価
格
の
低
迷

な
ど
の
影
響
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、農
林
水
産
省
で
は
、こ
う
し

た
状
況
に
対
応
し
た
販
売
促
進
対
策
と
し

て
、「
和
牛
肉
等
販
売
促
進
緊
急
対
策
事

業
」を
実
施
し
、学
校
給
食
に
和
牛
肉
な

ど
を
提
供
す
る
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
と（
公
財
）沖
縄
県
畜
産
振
興

公
社
で
は
、こ
の
事
業
を
活
用
し
、県
内

4
2
3
校
の
小
中
学
校
な
ど
の
学
校
給
食

（
約
17
万
人
分
）で
県
産
和
牛
肉（
約
25
ト
ン

（
9
月
末
計
画
時
点
））を
提
供
す
る
取
組

を
９
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　
９
月
29
日（「
肉
の
日
」：
毎
月
29
日
）

に
は
、那
覇
市
や
う
る
ま
市
、南
城
市
な
ど

一
部
の
小
、中
学
校
の
給
食
に
県
産
和
牛

肉
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
南
城
市
立
知
念

中
学
校
で
は
、「
県
産
和
牛
丼
」と
し
て
提

供
さ
れ
、生
徒
か
ら
は「
和
牛
は
、普
段
、

給
食
に
出
な
い
の
で
美
味
し
か
っ
た
」な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、同
中
学
校
で
は
、給
食
時
間
中

に
、食
育
の
一
環
と
し
て
、Ｊ
Ａ
お
き
な
わ

南
部
地
区
畜
産
振
興
セ
ン
タ
ー
の
大
城
一

也
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
、県
産
和
牛
の
生
産

状
況
や
コ
ロ
ナ
禍
で
も
生
産
者
が
協
力
し

あ
い
、こ
の
局
面
を
乗
り
切
ろ
う
と
努
力
し

て
い
る
こ
と
な
ど
の
講
話
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、こ
の
事
業
を
活
用
し
た

和
牛
肉
の
販
売
促
進
の
取
組
と
し
て
、（
公

財
）沖
縄
県
畜
産
振
興
公
社
と（
一
社
）沖

縄
県
ホ
テ
ル
協
会
が
連
携
し
、県
内
ホ
テ
ル

で
の
和
牛
肉
メ
ニュ
ー
の
提
供
を
推
進
し
て

い
く
予
定
で
す
。


